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，初期患者の
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，弾性率の評
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非侵襲的で患者

の経時的変化を

臨床の場におい

血管に関しては

評価に超音波が

による動脈硬化

断に超音波は十

血管の動脈硬化

長(数十μm) が

て大きいことや

ンスの差が小さ

乱信号の振幅が

診断，評価が困

性状の変化は，

化や血栓症等の

有用な指標の一

的変化は血液の
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な要素となっ

関して，血液中
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 血液中からの受信RF 信号のパワースペクトル
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規化を行う． 

 

 

                                                                                     (4) 

 

 
 

 

 

式(4)より，血管壁を用いた正規化によりトランス
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  本研究では，受信RF信号の周波数特性におけ

るSN 比を考慮するため，重み関数w(fk)を以下の式

(5) に示す振幅二乗コヒーレンス関数(MSCF) |γ(fk)|
2 

によって定義している[36]． 
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ここで，Yn(fk) は血管内腔の赤血球からの散乱波の
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パワースペクトルで正規化を行っているため，

MSCF は入出力信号間の位相成分の干渉度を評価
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る．そのため，MSCF により重み関数w(fk) を定義

することにより，受信信号のSN 比の周波数特性を

評価可能であると考えられる． 
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  本研究では，計測した正規化パワースペクト
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